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● B部門　奨励賞【論文概要紹介】

【実践の概要】
　「書くこと」や「読むこと」といった文字言語
は、記録に残るので何度でも読み返すことがで
きる。したがって、推敲等により自分の言葉のよ
さに気づいたり、友達の作品を読んで相手のこ
とばのよさに気づいたりすることが容易である。
一方、「話すこと・聞くこと」は、音声言語を用
いて行われる活動であり、「その場限りで消えて
いく」という性質がある。そのため、記録に残
すことは難しく、児童が言語活動を行っているそ
の場での指導と評価が中心となる。そこで、本
研究では、比較的整備も進んでいるデジタルカメ
ラを活用し、自分の考えや思いを的確に伝え合
うという「話すこと・聞くこと」の特質をふまえた
授業及び日常における指導に取り組んだ。

【論文内容の紹介】

1. 授業における活用

（1）録音機能を使った実践
　これまで、自分の朗読の評価は、他の児童や
教師、保護者など他者からの評価が中心で、自
分なりの朗読の工夫が相手に伝わったのかを確
認することは難しかった。そこで、デジタルカメ
ラの録音機能を活用し、朗読を聞き直すことが
できるようにした。その結果、自分の朗読を客
観的に評価し、改善しようとする姿が見られた。
また、グループ内の児童からの評価も合わせて

行うことで、聞き手に心情や情景がどのように伝
わったのかを意識する姿が見られた。
（2）動画機能を使った実践
　９月単元「ニュースを伝え合おう」は、自分た
ちの興味・関心のある事柄をニュースにし、互い
に伝え合う学習である。デジタルカメラの動画機
能を使い、インタビューや現場リポートなどグルー
プで協力し撮影していった。話す速さや声の大
きさ、間の取り方といった話し方だけでなく、目
線の向きや資料提示の重要性などに気づく姿が
見られ、伝える相手と場の状況を意識した豊か
な言語活動につながった。

2. 日常における活用

　本校では、朝の会において１分間スピーチを
実施している。しかし、人前に出ると緊張して
何を話せばよいか戸惑ってしまう児童や人前でも
堂 と々話すことができる児童など個人差が見られ
る。そこで、スピーチの説明資料となる写真を事
前に撮影しておくとともに、スピーチメモを活用
した準備を行わせることで、自分の伝えたいこと
を整理し、自信をもって話せるように支援した。
音声言語に視覚的情報も加えたことは、聞く側
の児童にとっても視点が明確になる効果があっ
たと言える。

3. 活用イメージを広げる職員研修

　機器を購入し環境整備を行ったからといって
ICTを活用した学習活動が日常的に展開される
わけではない。そのためには、教師が授業での
活用イメージをもつとともにその有効性を体験す
る必要があると考える。そこで、デジタルカメラ
を活用した授業ワークショップ型研修を実施し
た。

4. 成果と今後の課題

　デジタルカメラは、写真だけでなく動画や音声
も記録することができ、多様な表現に役立てる
だけでなく評価の手段としても活用できる。「そ
の場限りで消えていく」という音声言語の特質

からもデジタルカメラを活用し、自分の発表を客
観的に見つめさせたり、友達の発表内容を繰り
返し聞いたりすることができ、その教育的効果
は大きい。今後は、児童作品のデータベース化を
進め、デジタルポートフォリオとして活用を充実さ
せるとともに、年間指導計画の調整や機器の新規
購入などハード・ソフト両面からの支援も行ってい
きたい。

【実践の内容】
　九州最南端の本校が取り組むブログによる情
報発信の効果をまとめた。本校では、学校生活
の日常をオープンに表現し、記事を読んで思わ
ず微笑み心安らぐような癒しの情報提供に心が
け、更新頻度を高くして、情報の新鮮さを保っ
ている。また、豊富な地域情報が南大隅町のファ
ン作りにも役立っている。

【論文内容の紹介】

1. 本校の実態とブログ開設のきっかけ

　本校は児童数 16 名、教職員数 9 名、完全複
式学級 3と特別支援学級 1の計 4 学級である。
PTA戸数は 9戸で校区には 476 名、約 230 世
帯が暮らしており、高齢化率 50.2%である。
　本校では、総合的な学習の時間において、地
域の特性を生かし海での活動を中心に取り組ん
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でいる。その活動をより計画的、系統的にしてい
くため、昨年度よりＢ＆Ｇ財団の「水に賢い子ど
もを育む年間活動型プログラム」を導入した。そ
こでの活動の紹介、報告をするために 2006 年 5
月、ブログ「佐多岬ウォータージュニア」を開設
した。

2. 実践の歩み                         

（1）ネットで情報を発信する際のマナーやエチ
ケットを理解する。

　本校ブログの特徴は、1～ 6 年生まで全児童
が、日常の思いや行事の感想等を記す「子ども
記者」である。子どもたちは、「情報モラル」の
指導を受けながら、コメントをもらえるような記
事の工夫をしたり、様子がよく伝わるような文章
を心がけたりしている。	

（2）教育活動における説明責任を果たす一つ
のツールとして活用する。

　本校ブログは、総記事数 2,150 件、総アクセ
ス数 125 千件を超えている。（1/28 現在）多く
の方々が閲覧しており、記事へのコメントは県外
からも寄せられている。ブログの利点である携
帯電話での記事のアップは、保護者に子どもの
様子を速報で伝えることができる。授業や行事、
係活動の様子や、帰りの会での会話、毎日の給
食の記事など、見ている保護者も安心してもらえ
る内容をその日のうちに情報提供でき好評であ
る。																					
（3）地域情報の発信を外部とのコミュニケー

ションの手段として活用する。
　学校と地域社会との結びつきが強く、記事の
内容が校内の教育活動に留まっていない。例え
ば、「地域奉仕活動」、「相撲大会の指導」、「学
習発表会での青壮年劇」などは、学校と地域の
連携で成り立つ活動である。こうした活動の紹
介記事に郷土出身の方から温かいメッセージが
届く。これを子どもたちに紹介し、活動の振り
返りと次回への意欲付けを図っている。地域住
民とも記事を通した会話が生まれ、外部との交
流が広がっている。
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3. 研究のまとめ 

　主な成果は以下の通りである。
　①全国の方とつながることで、子どもたちがよ

り広い社会を認識する。
　②教育活動における説明責任を果たす一つの

ツールとして有効である。
　③全国から注目されることで、学校だけでな

く地域も元気になる。
　ブログのよさが伝え広がり、町内 4 校と教育
委員会がブログを開設した。今後は、学校間の
情報交換や子ども同士の連絡手段としての活用
と共に、子ども記者の技術的、内容的な向上を
図りたい。さらに、個人情報保護についても万
全を期して取り組んでいきたい。

あ と が き

財団法人中央教育研究所
所長　水沼文平

　中央教育研究所は、昭和 21(1946) 年 7月、民間の教育研究機関として設立されました。	戦後の教育
再建の重要性にかんがみ、広く内外における教育の組織・内容・方法等について、基本的・実証的な調
査研究を行うことによって、教育科学の推進、教育現場の発展、文教政策の確立に寄与することを目的
としています。	
　当研究所は、東京書籍から委託を受けまして、1984 年にスタートしました東書教育賞の第 1回目から
論文の審査を行っております。
　さて、今年の応募状況ですが、応募数も年を重ねるごとに増加しておりまして、今回は 294 編の応募
がございました。部門別には、Ａ部門の「教科指導・学校経営部門」が 270 編、Ｂ部門の「情報通信メディ
ア活用部門」が 24 編でございました。Ｂ部門は昨年より9 編増えておりますがまだまだ少ないのが現状
でございます。現場ではＢ部門に関する論文作成の不慣れなこともあるようですので来年度からは「実践
論文の書き方」に関するガイダンスを応募要項に付記したいと考えております。
　今回の応募論文の特徴としまして、教科や総合とか経営といった領域には収まらない教科横断的な課
題や小中高校の関連といったものが増え、また従来はあまり見られなかった教育行政関係者の応募が出
てきております。これは教育の大きな変換期を迎えていること、東書教育賞が行政の方 も々含めた教育界
に歓迎されていることの現れであると喜んでおります。
　審査は、従来どおり一次審査と最終審査の二段階で行いました。まず、一次審査は、東京教育研究
所の主任研究員の先生方を始め教職経験の豊かな先生方、大学の先生方に教科・領域毎にご検討を頂
き、Ａ部門では 20 編、Ｂ部門では 6 編を選定いたしました。最終審査では審査員の先生方全員で1編
ずつ丁寧に評価をしていただきました。このような経緯を経て、最優秀賞 3 編、優秀賞4 編、奨励賞 10
編を選定いたしました。
　応募原稿の作成につきましては、論文の分量を12,000 字以内で、まとめていただくことをお願いしてお
りますが、一次審査で高い評価を得られた論文の中には、この枠をかなり越えて、選定できなかったも
のもございました。次回からのご応募の際には、この点に是非、ご留意いただくことをお願い申し上げます。




